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情報教育における情報教育におけるee--LearningLearningの役割の役割

One to One Marketingから
　　　　　　　　　　　　　One to One Educationへ
ＩＴを活用して広く個別対応

教員が対面授業で質の高い個別対応

e–Learning 導入の目的

全学生の基礎力の底上げ

学内設備投資の抑制

Web-Based Trainingの特徴

学習時間と学習場所の制約がない
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ee--LearningLearningの位置付けの位置付け
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教材開発体制教材開発体制

アウトソーシング
教材コスト

担当教員の負荷

民間のノウハウ

大学
教材への提案

ミーティング

教職員の連携
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教材の特徴教材の特徴

マルチメディアの高度利用
マルチメディアを活かした教材

質疑応答
受講生がいつでもe-mailで質問ができる

自動でおこなう設問回答
双方向性を活かした数多くのテスト

人間がおこなう添削指導
提出課題を人が添削、採点をおこなう
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授業運営授業運営

 
 
 

 

まとめまとめ
教育効果

情報能力の底上げ、新設科目の設置

対面授業の情報科目の質が向上

一般科目でITを活用できる学生が増加

コスト効果
40人x25クラスとWBT教材、運営費の比較

教室増やＰＣ設備増に歯止め

WBTの質

教材だけでなく運用形態、 教員・職員・企業の連携

教員の顔が見えること、人間が添削することの大切さ

教材、教育方法

継続的な見直し

 


